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第43回国民体育大会

今
新
し
い
歴
史
が
始
ま
る

第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
が
、
太
陽
が
丘
で
九
月

四
日
順
に
開
幕
。
テ
ー
マ
「
京
都
国
体
」
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
新
し

い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ
う
」
の
下
、
全
国
か
ら
千
ヒ
百
人
余
の

選
手
が
四
日
間
に
わ
た
り
。
水
泳
競
技
（
競
泳
、
飛
び
込
み
、
シ

ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ー
ス
イ
ミ
ン
ク
）
の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

十
七
万
市
民
の
総
力
を
結
集
し
大
会
を
成
功
さ
せ
る
と
共
に
、
選
・

手
や
関
係
者
に
温
か
い
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

夏
季
大
会
は
、
九
月
四
口
㈱
か

ら
七
日
㈲
ま
で
の
四
日
間
、
府
立

山
城
総
合
運
動
公
園
太
陽
が
丘
水

泳
場
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
催
。
初

日
の
四
日
に
は
、
午
前
七
時
四
十

五
分
か
ら
五
十
ド
プ
ー
ル
で
開
会

式
が
行
わ
れ
、
皇
族
の
ご
臨
席
を

得
て
激
励
の
お
言
葉
を
賜
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

面
会
式
終
了
後
、
引
き
続
い
て

競
泳
と
飛
び
込
み
の
競
技
が
下
表

の
日
程
で
展
開
。
最
終
日
の
七
日

に
は
、
公
開
種
目
の
シ
ン
ク
ロ
ナ

イ
ズ
ド
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
が
行
わ
れ
、

全
競
技
終
了
後
閉
会
式
と
な
り
ま

す
。開

会
式
の
観
覧
は
、
入
場
券
を

お
持
ち
の
人
に
限
り
杢
ず
が
、
競

技
や
閉
会
式
は
自
由
に
観
覧
出
来

ま
す
。
観
覧
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、

温
か
い
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
会
期
二
日
目
の
五
日
午

後
一
時
十
分
か
ら
、
本
市
と
来
年

の
国
体
水
泳
競
技
会
開
催
地
函
館

市
と
の
間
で
、
大
会
旗
の
引
き
継

ぎ
式
も
行
わ
れ
ま
す
。

開
閉
会
式
に
は
、
式
典
盈

上
げ
る
集
団
演
技
や
式
典
音
楽
に

市
内
小
・
中
学
生
や
高
校
生
、
婦

人
会
な
ど
の
皆
さ
ん
も
活
躍
、
式

典
に
華
を
添
え
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
期
間
中
の

ご
協
力
と
お
願
い

★
大
会
会
場
へ
の
ご
来
場
は
路
線

バ
ス
で

太
陽
が
丘
の
駐
車
場
に
は
、
余

裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅

前
の
市
営
駐
車
場
は
、
二
日
か
ら

七
日
ま
で
休
止
し
ま
す
。
会
場
へ

は
、
路
線
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。な

お
、
大
会
期
間
中
（
四
日
～

七
日
）
は
、
京
阪
宇
治
（
Ｊ
Ｒ
宇
治

駅
経
由
）
、
近
鉄
大
久
保
の
各
駅

か
ら
会
場
ま
で
直
行
す
る
無
料
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
発
車
時

刻
は
下
表
の
と
お
句
で
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

★
市
役
所
業
務
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を

夭
会
期
間
中
は
、
大
勢
の
市
職

員
が
大
会
運
営
に
従
事
し
毒
司

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
毒
司

Ｇ
ぷ
卵

ム夏季大会の模様は9

月11日（日）午後9時か

らＫＢＳ京都テレビで

放映。市民の活躍など

盛りだくさん。

競泳の日程表

Ｍ．Ｓｌ｜（剖い9ノ4（11） 9／5111）9／6㈹ 9．’7Ｉ’Ｍ

成年男了ｌ乱成年3（1巌以上 ○ ○

成年男ｒ・2部 ○ ○

成年女Ｉ’－ ○ ○ ○

少年Ｗ／■Ａ・ＢＯ Ｏ

少年な・ｒ・Ａ・Ｂ ○ ○ ○

＼無料送迎バスの時刻表

（太陽が丘行）‥‥‥‥（太陽が丘発）

※成年男ｒ・2部は41）歳ａＩ－．．Ａｌｉ昭和ｔｒ，年41］2Ｉ」以降

Ｂは47年4川1卜以唯に生まれた者，

飛び込みの日程表

渡
り
初
め
式

腫別 9／4闘 9－5川） 9／6吠

成年男ｒ・ ○ ○
成年な・ｒ・ ○ Ｏ
少年’≪ｒ・ ○ ○
少年吠ｒ・ ○ ○

談訃近鉄大久保行

9：30 9：40

10：30 10：4（

ｕ：30 11：4（

12：30Ｏ12：40

△14：30 △13：40

△15：30△14：40

△16：30△15：4（

△16：40

京阪宇治発ＪＲ宇治ｉｌ由
近鉄大久ｆｉ発

9：00 9：00

10：00 10：00

11：00 11：00

012：00 12：00

△13：00△14：00

△14：00△15：00

△15：00△16：00

△16：00

※ＪＲ宇治駅の発車時刻は、京阪宇治駅

を発車・して約5分後‥‥

○印…7日だけ迦行、△印…7日は運休、

下居大久保線・城陽宇治線の供用開始

▲渡り初めをする三代夫婦ら8月21日
9月1日午後1時から

京
都
国
体
夏
季
大
会
の
メ
ー

ン
会
場
に
な
る
府
立
山
城
総
合

運
動
公
園
（
太
陽
が
丘
）
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
建
設
す
る
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八
月
二
十
九
日
囲
、
京
滋
バ

イ
パ
ス
が
開
通
し
供
用
開
始
し

ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
に
先
立
ち
二

十
一
日
に
、
宇
治
川
橋
渡
昨
初

め
式
を
開
催
。
横
島
町
の
佐
原

元
次
郎
さ
ん
一
家
を
は
じ
め
三

代
夫
婦
五
組
三
十
人
を
先
頭
に

宇
池
川
橋
を
歩
い
て
渡
り
、
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

一
方
、
同
日
は
市
民
が
中
心

と
な
っ
た
実
行
委
員
会
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
が
、
宇
治
東
イ
ン
タ

ー
を
メ
ー
ン
会
場
に
し
て
行
わ

れ
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

約
一
万
五
千
人
が
詰
め
か
け
、

大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

（
特
別
事
業
対
策
室
）

市
道
下
居
大
久
保
線
（
宇
治
拝

琶
ト
広
野
町
間
二
・
八
六
Ｊ
、

幅
十
六
μ
）
の
内
、
宇
冶
大
谷

余
大
山
付
近
の
八
百
片
区
間
と

城
陽
宇
治
線
の
五
百
五
十
肩
区

間
の
工
事
が
こ
の
程
完
成
。
九

月
一
日
午
後
一
時
か
ら
、
供
用

開
始
し
ま
す
。

こ
の
工
事
の
完
成
で
、
府
道

山
城
総
合
運
動
公
園
城
陽
線
と

接
続
す
る
こ
と
に
な
り
、
沿
道

地
域
の
都
市
機
能
の
向
上
は
も

と
よ
り
、
本
市
と
城
陽
市
を
結

ぶ
地
域
間
連
絡
道
路
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
道
下
居
大
久
保
線

は
宇
治
白
川
線
（
宇
治
琵
琶
）
か

ら
分
岐
し
、
大
久
保
小
学
校
付

近
で
府
道
新
宇
治
淀
線
に
接
続

す
る
都
市
計
画
道
路
で
、
今
後
、

全
線
開
通
を
目
指
し
取
り
組
み

を
図
っ
て
行
孝
ま
す
。（

都
市
計
画
課
）
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全
国
か
ら
の
人
々
を
温
か
く
迎
え
よ
う

水泳競技＼9＼月↓日／（日ド7日伽

太陽が

丘

新
し
い
居
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ
う
宇
治
市
市
民
運
動
推
進
期
間

隻
9
月
1
0
日
～
1

0
月
3
0
日

京
滋
バ
イ
パ
ス
ー

夏季大会い

よいよ開幕

京都国体認
夏　3日

秋　44日



宍
非
単
釈
迦
誕
生
仏
な
ど

4
0
点
を
展
示

歴
史
資
料
館
で
は
、
九
月
三
日
か
ら
十
月
二
十
三
日
ま
で
、

特
別
展
『
宇
治
の
文
華
―
雅
（
み
や
）
び
と
寂
（
さ
）
び
』
を
開

催
し
ま
す
。
宇
治
に
咲
き
誇
っ
た
文
化
の
華
（
は
な
）
で
あ
る
国

宝
・
重
要
文
化
財
・
重
要
美
術
品
や
奈
良
時
代
の
釈
迦
誕
生
仏

な
ど
四
十
点
を
展
示
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
名
宝
が
語
る
宇
治

の
歴
史
と
文
化
に
接
し
て
く
だ
さ
い
。

卜
柳
橋
水
車
図
屏
風
（
び
ょ
う
ぶ
）
－
室
町
時
代

▲御堂（みどう）関白記（京都・陽明文庫）一平安時代

宇
治
は
古
く
か
ら
景
勝
の
地
と

し
て
、
ま
た
京
都
と
近
江
・
ｍ
－

大
阪
衆
唄
溶
寇
の
要
衝
と
し
て

歴
史
の
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
し

て
い
ま
す
。
宇
治
橋
架
橋
、
平
等

院
の
創
建
、
源
平
合
戦
な
ど
、
宇

治
は
、
日
本
の
歴
史
が
大
4
く
変

わ
ろ
う
と
す
る
と
き
、
何
度
も
そ

の
舞
台
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
宇
治
川
畔
の
四
季
折
々
の
風

景
美
は
、
平
安
時
代
か
ら
屏
風
（
び

ょ
う
ぶ
）
や
絵
巻
の
題
材
と
さ

れ
、
優
れ
た
作
品
が
描
き
続
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ぶ
っ
な
歴

史
の
流
れ
の
中
で
、
華
麗
な
「
雅

（
み
や
）
び
」
の
世
界
と
閑
静
な
「
寂

（
さ
）
び
」
の
空
間
懸
宇
治
の

地
で
見
事
な
調
和
を
見
せ
て
い
ま

す
。今

回
の
特
別
展
で
は
、
そ
ん
な

▲釈迦（しゃか）誕生仏（五ヶ庄・円福寺）‐奈良時代

宇
治
の
文
化
を
代
表
す
る
名
宝
を

集
め
て
み
ま
し
た
。
宇
治
の
歴
史

を
彩
っ
た
文
化
の
華
々
に
接
し
、

秋
の
ひ
と
と
き
を
有
意
義
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

爪
判
胆
石
ト
ド
言
☆
二
八
に
白
土
大
汗
∇
□
～
に
記
念
講
演
会
を
開
催
Ｉ
－
″
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▽
と
き
・
・
・

1 0
月
2
日
前
、
に

時
か
ら

▽
と
こ
ろ
…
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

▽
テ
ー
マ
：
主
朝
時
代
の
宇
治

文
化
財
絵
は
が
き
も
同
時
発
売

京
都
国
体
の
開
催
と
歴
史
資
料

館
の
特
別
展
に
合
わ
せ
て
、
ち
ょ

っ
と
お
し
ゃ
れ
な
「
絵
は
が
き
」

を
作
り
ま
し
た
。
宇
治
の
伝
統
的

な
景
観
、
美
術
至
芸
、
種
楊
、

考
古
遺
物
、
民
俗
行
事
の
中
か
ら

八
点
を
選
び
、
図
版
の
簡
単
な
解

説
も
付
け
て
い
ま
す
。

ど
れ
を
と
っ
て
も
味
わ
い
深
い

も
の
ば
か
り
で
す
。
大
好
評
の
冊

子
『
宇
治
の
歴
史
と
文
化
』
と
共

に
、
宇
治
寥
収
め
て
見
直
す
材
料

の
一
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

歴
史
資
料
館
の
窓
口
か
教
育
委

員
会
で
お
求
め
く
だ
き
い
。

①
宇
治
川
の
谷
口
に
広
が
る
市
街

（
航
空
写
真
）

②
宇
治
橋
三
ノ
間

③
宇
治
二
子
山
古
墳
出
土
品
吊

指
定
文
化
財
）

④
菟
道
隼
上
り
瓦
窯
跡
出
土
品

二
市
指
定
文
化
財
）

⑤
橋
寺
不
動
明
王
立
像
（
重
要
文

化
財
）

⑥
五
ケ
庄
許
波
多
神
社
神
像
（
府

指
定
文
化
財
）

⑦
宇
治
上
神
社
本
殿
内
部
（
国
宝
）

⑧
大
幣
神
事

▽
講
師
・
・
・
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
教
授
・
村
井
康
彦
さ
ん

▽
入
場
料
…
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
…
歴
史
資
料
館

卜
宇
治
川
の
谷
口
に
広
が

る
市
街
（
部
分
）
の
は
が
き

－－－－－

市
で
は
、
長
年
一
つ
の
職
業

に
従
事
し
、
騰
れ
た
技
能
を
磨

い
て
こ
ら
れ
た
人
の
功
労
を
た

た
え
る
た
め
、
毎
年
十
一
月
に

技
能
功
労
者
の
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
す
。

本
年
も
こ
の
技
能
功
労
者
の

推
薦
を
、
九
月
二
十
日
㈹
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。
表
彰
の
対
象

と
な
る
職
種
は
大
工
、
陶
工
、

製
茶
な
ど
五
十
種
類
で
、
表
彰

基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
基
準
に
該
当
す
る
大
が

あ
れ
ば
、
同
業
者
の
団
体
を
は

じ
め
町
内
（
自
治
）
会
や
個
人
か

ら
も
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

9月9日　救急の

日
最初の応急処置が大切な生命を左右します

九
月
九
日
は
「
救
急
の
日
」
。

今
年
上
半
期
（
一
月
上
八
月
）

の
救
急
出
動
は
、
千
五
百
五
十

〈
表
彰
基
準
〉

①
市
内
に
引
き
続
き
五
年
以

上
住
所
を
有
す
る
人
②
技
能
者

と
し
て
、
市
内
の
事
業
所
に
五

年
以
上
従
事
し
、
経
験
年
数
三

十
年
以
上
で
、
十
一
月
二
十
三

日
現
在
で
満
六
十
歳
以
上
の
人

③
極
め
て
優
れ
た
技
能
を
有
し
、

他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
人
④

引
き
続
き
そ
の
職
業
の
指
導
的

な
立
場
に
あ
る
人
⑤
小
規
模
の

事
業
所
に
従
事
し
て
い
る
人
。

詳
と
は
交
通
労
政
課
（
容

⑩
3
1
4
1
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

七
回
。
千
五
百
六
十
九
人
を
医

療
機
関
へ
搬
送
し
ま
し
た
が
、

半
数
以
上
が
軽
症
患
者
で
し
た
。

救
急
車
を
本
当
に
必
要
な
人

が
、
必
要
な
と
き
に
利
用
で
き

る
ぶ
つ
、
家
庭
で
の
事
故
予
防

や
家
庭
で
で
き
る
応
急
手
当
に

つ
い
て
。
改
め
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
町
内
や
事
業

所
な
ど
で
応
急
手
当
な
ど
の
訓

練
を
す
る
と
き
は
、
最
寄
り
の

消
防
署
・
消
防
分
署
に
お
問
い

合
わ
せ
を
。
（
消
防
本
部
）

防
火
ス
テ
ッ
カ
ー
配
布
中

消
防
本
部
で
は
、
皆
さ
ん
の

防
火
意
識
を
よ
り
一
層
高
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
防
火
ス
テ
ッ

カ
ー
午
二
・
八
？
×
十
八
・

二
言
を
作
成
し
、
町
内
（
自

治
）
会
経
由
で
各
家
庭
に
配
布

し
て
い
ま
す
。

町
内
（
自
治
）
会
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、
消
防
本
部
予
防

課
か
最
寄
り
の
消
防
署
・
消
防

分
署
へ
お
越
9
だ
さ
い
。
ま

た
、
九
月
中
は
、
各
公
民
館
や
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
西
小
倉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
も
置

い
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
（
消
防
本
部
）

894・

期
間
　
9
月
3
日
（
土
）
～
1
0
月
2
3
日
（
日
）

（
休
館
日
　
月
曜
日
・
祝
日
）

開
館
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

観
覧
料
金
　
大
人
2
0
0
円
　
小
中
学
生
6
0
円
展
示
図
録
…
…
8
0
0
円

開
場
　
歴
史
資
料
館
　
電
話
2
0
1
3
1
1

宇治の文華　雅と寂び

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
8
枚
組

価
格
3
5
0
円

技
能
功
労
者
の
推
薦

歴史資料館特別展

9
月
2
0
日
ま
で
受
け
付
け



宇
治
・
小
倉
・
木
幡
の
三
つ
の

公
民
館
で
は
、
幼
児
家
庭
教
育
学

級
を
開
き
ま
す
。
こ
の
学
級
は
、

三
歳
前
後
の
幼
児
を
持
つ
親
を
対

母
子
家
庭
の
母
親
に

半
日
人
間
ド
ッ
ク

毎
日
お
忙
し
い
お
母
さ
ん
／

子
μ
七
た
ち
や
家
族
の
た
め
に

健
康
に
気
か
付
け
ま
し
ょ
う
。

こ
の
半
日
人
間
ド
″
グ
は
、
母

子
家
庭
の
母
親
と
寡
婦
が
対
象

で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
受
診
期
間
…
1
2
月
1
日
～

2
6
日
（
日
曜
日
は
除
く
）
、
時
間

は
午
前
中
▼
と
こ
ろ
・
：
京
都
第

一
赤
十
字
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

▼
検
査
項
目
…
尿
、
血
液
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
胃
腸
透
視
、

心
電
図
、
内
科
、
子
宮
ガ
ン
検

査
▼
定
員
・
：
6
8
人
▼
費
用
・
：
無

料
（
た
だ
し
精
密
検
査
は
本
人

負
担
）
▼
申
し
込
み
…
9
月
3
0

日
ま
で
に
福
祉
課
へ
直
接
（
電

象
に
、
子
μ
も
の
成
長
と
家
庭
教

育
の
あ
り
方
を
、
講
師
と
共
に
み
・

ん
な
で
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

子
育
て
で
悩
ん
で
い
る
お
母
さ

ん
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
内
容
・
：
下
表
の
と
お

り
▼
時
間
…
い
ず
れ
も
午
前
9
時

半
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
・
小

倉
・
木
幡
の
各
公
民
館
▼
定
員
…

宇
治
・
木
幡
公
民
館
＝
各
3
0
人
、

小
倉
公
民
館
＝
2
5
人
▼
受
講
料
…

無
料
▼
教
材
費
・
：
調
理
実
習
な
ど

の
実
費
▼
申
し
込
み
・
：
9
月
1
0
日

出
ま
で
に
受
講
希
望
の
公
民
館
へ
、

電
話
ま
た
は
来
館
で
▼
保
育
…
二

歳
以
上
の
幼
児
を
2
0
人
ま
飛
希

望
の
人
は
受
講
申
し
込
み
時
に
併

せ
て
。
な
お
、
―
人
当
た
り
お
や

つ
代
五
百
円
か
必
要
。

（
宇
治
・
木
幡
・
小
倉
公
民
館
）

◇

天
体
写
真
展

出
展
作
品
を
募
集

こ
の
広
い
宇
宙
は
、
私
た
ち
に

夢
と
ロ
マ
ン
の
あ
る
数
多
く
の
話

嬰
嘉
辰
し
て
く
れ
ま
う
中
央

公
民
館
で
は
、
昭
和
六
十
四
年
三

月
二
十
四
日
か
ら
四
月
九
日
ま
で

の
春
休
み
期
間
中
、
「
天
体
写
真

展
」
を
行
い
毒
司

話
不
可
）
。
（
福
祉
課
）

ｙ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

九
月
十
二
日
か
ら
、
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
が
始
ま
り
ま
す
。
日
程
や
会

場
は
「
六
十
三
年
度
版
市
民
カ

レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
・
：
4
歳
未
満
の
乳
幼

児
（
生
後
3
ヵ
月
ぐ
ら
い
か
ら

幼児家庭教育学級の日程表（ｉ公民館）

’〈宇治公民館〉
月日 －アーマ 講師

9／22羽開溝式・オリエンテーション悩みの中の子育て
宇ｉｎｔｉｉ祉ｌ≪ｌｌ≪ｌ腿

杉本睦子さん9／29困親の知らない子どもの世界

皿・7ＩＳ！）親の知らない心の発達 京祁教育大学助教授沢野応夫さん

10，14（剥親の知らない食事の大切さ一調理実習－管理栄養Ｉ：司馬正子さん

10／20（羽視の知らない食生活と心身の形成 消叫生ｉＳコンサルタント岩井富子さん

10／27Ｗ
親の知らない病気と健康管理医師服部宗五郎さん

11／4ＩＳ親の知らない遊びの憲味一実技－京都丈教短人助教授秋浜友子さん

11／ｌＯ附親の知らない絵本の楽しさ児童文学研究嗇大野由美さん

ｕ／ｌ’昶親の知らない子供の読書｛地域文庫活動から〉児恥丈学研究者加藤幹男さん

11／24困槻の知らない家庭の役割 宇ｉｆｔ市青少年健全育成協議会笠鴫教端さん

〈小倉公民館〉
月日 一丁－マ

講師

9／ｉａｆｌ
保育説明会他人にμ共を碩ける■Ｍｒ公鴎則・Ｓ≫．公ＩＭＩｔ≫≪会翻

小坂恵美子さん

9／挺幻オリエンテーション子供の心身■ａ葉の発達
小＆公尺館職貝．ｆ安女学院短大ｍ帳

荒木穂積さん

9／27（幻子供をと1）まく社会環境 京都大学教育学部教授上杉孝貨さん

10／4（Ｈｆ供の心を知ろう 京都文教知大助枚授、清水佐保子さん

10／1ｌ囮
幼児をとりまく食生活環境（添

加物と上手につきあう力‘法）

ｉｓ費生活一家庭学コンサルタント

高僑和子さん

10／ｌ㈲からだを育てる食生活 食品問題研究家山崎万皿・さん

10／25（幻こころを育てる食ｔ活 食品問越研究家山崎万Ｍさん

11／ＫＭ料理実習一偏食をしない工夫宇治市保健予防課栄養士

11／8肉子育て最中の母親の生き方枚）ｉ社会教育研究所由囃洋子さん

ｎ／ｉ5幻こどもにとっての避び 吉出山保育園園長塩野マ’）さん’

11／22Ｋ）おもちゃを考えるまとめ 占田山保ｔｓ彫小含公民館職ｌｌ

〈木幡公民館〉
月日 －アーマ

講師

9／22Ｉ和開講式・オリェンテーｙョン子育ての悩み木幡公ｌｉ館館長，・職貝市立木幡保育所所長

9／26（11）幼児のうったえ 京都文教知．刈大学助教授清水佐保子さん

10／714）食事の工夫（調理実習） 日本調理師専門学枚講師辻田ＳＢｉ技さん

10／Ｕ肉子ども遠の世界 龍谷大学講師山西重男さん

10／17（111しつけと坊本的生活習慣 市立木幡保育所所長

10／26羽楽しい絵本 児巾丈学研究者大野由美さん｀

10／31111）親子で遊ぼう（実技） 京祁文教赳期人学助教授秋浜友了・さん

11／7（11）
同和間逝と家庭 市民部同和僅Ｓｉ室長河原学洲委員会

11／14（11）子どもに何を伝える 京祁性教育協議会会貝増井繁一さん

Ｕ／29幻
ｒ－育てＶＴＲ学習のまとめ

木幡公民館職員

。
。
・
－
1
・
－
－
－
－
－
1
・
1
1
－
―
・
・
―
・
―
―
―
―
・
―
・
―
・
・
・
1
・
・
・
1
1
1
1
・
・
・
・
・
゛
゜
゜
い

そ
こ
で
、
展
示
す
る
写
真
を
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ハ
レ
ー
す

い
星
、
日
食
、
そ
し
て
こ
の
九
月
二

十
二
日
に
は
火
星
の
大
接
近
、
六

十
四
年
二
月
二
十
日
の
皆
既
月
食

な
ど
、
今
ま
で
に
撮
っ
た
も
の
で

も
、
こ
れ
か
ら
撮
る
も
の
で
も
、

宇治公民館沿ｙ匹鸚9）

小倉公民館沿

木幡公民館竺萱？4几7）

中考公民館ＩＪ認ヅツ11）

広野1民ＢＥ嗜鼎ツ托）

出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に
）
▼

持
参
す
る
物
・
・
・
母
子
手
帳
と
閤

診
票
▼
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
を
受
け
ら
れ
な
い
乳
幼
児
…

○
麻
し
ん
（
は
し
か
）
、
流
行
性

耳
下
腺
炎
（
お
た
ふ
く
か
ぜ
）

の
予
防
接
種
を
深
け
て
1
ヵ
月

以
内
Ｏ
以
前
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を

受
け
た
乳
幼
児
○
麻
し
ん
、
流

行
性
耳
下
腺
炎
、
風
し
ん
、
水

痘
（
水
ぽ
う
そ
う
）
が
治
っ
て

1
ヵ
月
以
内
○
と
び
ひ
、
水
い

ぽ
、
手
足
口
病
に
か
か
っ
て
い

る
乳
幼
児
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
保

健
予
防
課
へ
。
／

な
お
、
会
場
へ
来
ら
れ
る
前

に
乳
幼
児
の
体
温
を
必
ず
測
っ

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
各

会
場
共
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
（
保
健
予
防
課
）

自
分
の
作
品
で
あ
れ
ば
構
い
ま
せ

ん
。
ど
し
ど
し
ご
応
募
を
。

▼
募
集
期
間
・
・
・
9
月
2
日
よ

和
6
4
年
2
月
2
8
日
▼
応
募
方
法
・
：

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
タ
イ

ト
ル
、
大
き
さ
、
点
数
を
、
中
央

公
民
館
へ
電
話
か
来
館
で
ご
連
絡

を
。
こ
れ
か
ら
撮
影
さ
れ
る
人
は
、

そ
の
予
定
を
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
▼

問
い
合
わ
せ
・
：
中
央
公
民
館
へ
。

（
中
央
公
民
館
）

天
体
写
真
教
室

カ
メ
ラ
や
、
小
さ
な
望
遠
鏡
だ

け
で
も
撮
れ
る
、
天
体
写
真
の
基

本
を
学
び
ま
す
。

▼
と
き
・
：
9
月
1
5
日
㈲
、
午
後

6
時
～
9
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公

民
館
▼
対
象
…
中
学
生
以
上
の
巾

民
▼
定
員
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
］

マネー学入門講座の日程表

川日 内容 溝師

9’Ｍ俐・鸚雷言論謳
広野公尺館長

京祁産業・人学助教授陥田充男さん
9／2χ幻
為替相場とくらしのかかわり合い

9’2≪川じよつずなお金の管理―貯蓄とｉＢ’ｆｆ－同志社大学教授杉ａ；雅彦さん

9／29Ｈ：）日本経済の動向と今後の見通し京都府立｝＜．’”！’■助敦授小野死生さん

10／5利 生活設計を考える一向老期の財テクー皿券広報センター関西支部大河原宗明さん

郷土史講座の日程表

Ｉ］日 内容 溝師
9／22困 ●開講式●学習のすすめち久世郡の古代公尺館職艮

Ｓ’．ｔｌｉ府文化財保心指導£Ｈｉ！6Ｈ

若原妬弐さん

9／29Ｉね宇治川とその両岸

10／6刈 藤原氏と宇治・木幡

Ｉ0／13匍南山城の茶業

上
の
幼
児
。
お
や
つ
代
五
十
円
か

必
要
。
（
広
野
公
民
館
）

マ
ネ
ー
学
入
門
講
座

「
ホ
ー
ム
経
済
学
」

▼
日
程
・
内
容
・
：
上
表
▼
時
間

・
：
午
前
1
0
時
～
正
午
（
た
だ
し
9

月
1
4
日
團
は
午
前
9
時
5
0
分
～
正

午
）
▼
と
こ
ろ
…
広
野
公
民
館
▼

対
象
…
市
民
▼
定
員
…
4
0
人
（
先

着
順
）
▼
申
し
込
み
・
：
広
野
公
民

館
へ
電
話
か
来
館
で
▼
保
育
…
2

歳
以
上
の
幼
児
。
お
や
つ
代
二
百

五
十
円
か
必
要
。
（
広
野
公
民
館
）

郷
土
史
講
座

▼
日
程
・
内
容
・
：
右
上
表
▼
時

間
…
午
後
1
時
半
～
3
時
半
▼
と

こ
ろ
・
：
広
野
公
民
館
▼
定
員
：
加

人
（
先
着
順
）
▼
対
象
・
：
市
民
▼

テ
ー
マ
・
：
「
地
域
馨
の
ぐ
る
文
化
」

▼
申
し
込
み
…
広
野
公
民
館
へ
電

話
か
来
館
で
▼
保
育
…
2
歳
以
上

の
幼
児
。
お
や
つ
代
二
百
円
か
必

要
。
（
広
野
公
民
館
）

895

持
ち
物
・
：
筆
記
具
、
懐
中
電
灯
、

カ
メ
ラ
、
三
脚
、
レ
リ
ー
ズ
、
時

計
▼
参
加
費
・
：
実
費
（
フ
ィ
ル
ム

代
な
ど
）
▼
講
師
・
・
・
竜
谷
大
学
講

師
・
山
西
重
男
さ
ん
▼
申
し
込
み

：
―
ｅ
ｎ
月
2
日
か
ら
中
央
公
民
館
へ

電
話
か
来
館
で
。
（
中
央
公
民
館
）

一
秋
の
親
子
天
文
教
室

一
▼
と
き
・
：
9
月
1
7
日
出
、
午
後

7
時
～
9
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公

民
館
▼
内
容
・
：
観
胡
雲
、
秋
の
星

座
早
見
表
づ
く
り
、
プ
ラ
ネ
タ
Ｊ

ウ
ム
に
よ
る
天
体
の
話
▼
講
師
…

明
星
天
文
館
々
長
・
江
上
賢
三
さ

ん
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
小
学
校

四
年
生
～
中
学
生
と
そ
の
親
▼
定

員
…
親
子
6
0
組
（
先
着
順
）
▼
持

ち
物
・
：
は
さ
み
、
の
り
、
色
鉛
筆

（
赤
、
だ
い
だ
い
、
黄
、
青
）
、

筆
記
具
、
懐
中
電
灯
（
小
型
）
▼

参
加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
：
9

月
2
日
か
ら
中
央
公
民
館
へ
電
話

か
来
館
で
。
（
中
央
公
民
館
）

記
念
日
と
生
活
講
座

～
法
の
日
～

今
回
は
、
九
月
十
三
日
の
「
法

の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
そ
の
意
義

や
由
来
を
学
び
毒
司

▼
と
き
…
9
月
1
3
日
㈹
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野
公

民
館
▼
テ
ー
マ
…
法
の
日
に
ち
な

ん
で
Ｊ
管
寺
る
子
、
無
視
す
る

尹
非
行
少
年
の
心
理
、
特
性
な

ど
を
考
え
る
▼
対
象
：
市
民
▼
講

師
・
：
宇
治
少
年
院
々
長
・
斎
藤
俊

一
さ
ん
▼
申
し
込
み
…
広
野
公
民

館
へ
来
館
で
（
保
育
を
ご
希
望
の

人
は
電
話
可
）
▼
保
育
・
・
・
2
歳
以

市
職
員
を
募
集

○
一
般
事
務
職
・
：
昭
和
3
9
年
4

月
2
日
～
4
6
年
4
月
1
日
に
生
ま

れ
、
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
人
＝
若
干
名
Ｏ
土
木
技
師
・
・
・

昭
和
3
6
年
4
月
2
日
～
4
6
年
4
月

Ｌ
日
に
生
ま
れ
、
高
校
以
上
の
学

校
で
土
木
の
課
程
を
修
得
、
ま
た

は
6
4
年
3
月
に
修
得
見
込
み
の
男

子
＝
若
干
名
○
消
防
職
員
…
昭
和

3
9
年
4
月
2
日
～
4
6
年
4
月
1
日
、

に
生
ま
れ
、
高
校
卒
業
程
度
の
学

力
か
肴
し
、
通
勤
時
間
が
Ｌ
時
間
’

以
内
の
男
子
＝
若
干
名
。

〈
第
1
次
試
験
〉

▼
と
き
・
：
1
0
月
2
鳳
叫
午
前

8
時
4
0
分
か
ら
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
宇
聯

中
学
校
▼
申
し
込
み
・
：
市
販
の
履

歴
書
（
来
春
高
校
卒
業
見
込
み
の

神
明
石
塚

小
椋
愛
美
ち
ゃ
ん

Ｓ
6
2
‘
8
・
2
9
①

＼まなみちゃんは、。。、何ｇこでも興味

を持つ好奇心いっぱいの女の子。

この欄に掲載するお子さん（62

年9月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。づ

一
用
紙

こ
と
）
に
必
要
事
項
を

最
近
6
ヵ
月
以
内
の
写

申
込
書
か
添
え
て
Ｉ

・
土
木
技
師
は
職
員
課

へ
、
消
防
職
員
は
消
防
本
部
総
務

．
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送

．
不
可
）
．
実
施
要
項
と
申
込
書
は
、

一
般
事
務
職
．
・
土
木
技
師
は
職
員

課
、
消
防
職
員
は
消
防
本
部
総
務

課
に
あ
り
ま
ず
▼
受
付
期
間
・
：
9

月
8
日
附
±
1
6
日
閲

（
職
員
課
・
消
防
本
部
総
務
課
）

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

昭
和
六
十
三
年
九
月
二
日
に
登

録
す
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行

い
毒
司

’
▼
と
き
…
9
月
3
日
出
Ｔ
7
日

叫
午
前
8
時
半
～
午
後
5
時
▼

’
と
こ
ろ
Ｅ
：
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

．
務
局
▼
登
録
さ
れ
る
人
・
：
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
、
6
3
年
9
月
1

日
現
在
で
引
き
続
い
て
住
民
登
録

を
し
て
い
る
人
剛
昭
和
4
3
年
9
月

2
日
ま
で
に
生
次
れ
（
満
2
0
歳
以

占
、
6
2
年
6
月
2
日
か
ら
6
3
年

6
月
1
日
ま
で
の
間
に
宇
治
市
へ

転
人
届
か
済
ま
せ
た
か
、
住
昏
万

が
作
成
さ
れ
た
人
②
昭
和
4
2
年
9

月
3
日
か
ら
4
3
年
9
月
2
日
ま
で

に
生
ま
れ
（
満
2
0
歳
以
占
、
6
2

年
6
月
1
日
ま
で
に
転
入
届
を
済

ま
せ
た
か
、
住
民
票
が
作
成
さ
れ

た
人
。
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

初
心
者
講
習
会

▼
と
き
・
・
・
9
月
4
日
間
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
公

民
館
▼
内
容
↓
果
ス
テ
ッ
プ
な

ど
▼
持
参
品
…
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

か
ゴ
ム
底
の
靴
▼
参
加
・
：
直
接
会

場
へ
▼
問
い
合
わ
せ
…
岡
村
光
芳

さ
ん
（
酋
⑩
4
3
4
3
）
へ
。

吊
民
体
育
課
）

市
民
歩
こ
う
会

▼
と
き
…
9
月
1
1
一
日
㈲
、
午
前

8
時
圭
只
阪
宇
治
駅
前
集
合
（
雨

天
の
場
合
は
9
月
1
8
日
）
▼
コ
ー

ス
…
京
阪
宇
治
駅
↓
京
阪
山
科
駅

↓
午
尾
観
音
↓
上
醍
醐
↓
三
宝
院

前
解
散
で
約
1
2
Ｊ
▼
準
僣
Ｔ
昼

食
、
雨
具
、
水
筒
な
ど
、
交
通
費
は

各
自
負
担
▼
問
い
合
わ
せ
・
未
村

長
次
さ
ん
（
萱
⑤
3
6
3
3
）
へ
。

な
お
、
直
接
山
科
駅
へ
行
か
れ

る
人
は
、
午
前
9
時
4
0
分
ま
で
に

山
科
駅
に
集
合
を
。
（
市
民
体
育
課
）

市
民
軟
式
テ
ニ
ス
デ
ー

▼
と
き
…
9
月
1
5
日
向
、
午
前

9
時
～
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ
・
：
黄

梨
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
参
加
費

…
無
料
▼
参
加
…
当
日
直
接
会
場

へ
▼
主
催
・
：
宇
治
市
軟
式
庭
球
協

会
。
余
民
体
育
課
）

太
極
拳
入
門
講
習
会

▼
と
き
・
・
・
9
月
6
日
㈹
～
1
2
月

2
5
日
間
で
毎
週
―
回
▼
会
場
別
の

日
程
人
脊
梁
体
育
館
＝
日
曜
日
、

午
前
9
時
～
1
0
時
半
Ｏ
宇
治
公
民

館
＝
火
曜
日
、
午
後
7
時
～
8
時

○
広
野
公
民
館
＝
水
曜
日
、
午
後

7
時
～
8
時
○
木
幡
公
民
館
＝
木

曜
日
、
午
後
6
時
半
～
7
時
半
○

伊
勢
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
＝
金

曜
日
、
午
後
7
時
半
～
9
時
壹
兎

道
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
＝
土
曜
日
、

午
後
1
時
半
～
3
時
▼
会
費
…
二

千
円
（
月
額
）
▼
準
備
品
…
運
動

服
、
ゴ
ム
底
上
靴
▼
申
し
込
み
・
：

神
谷
昭
三
さ
ん
（
容
⑩
0
1
9
8
）
、

佐
藤
弘
子
さ
ん
（
萱
⑩
5
3
0
7
）

へ
。
・
（
市
民
体
育
課
）

社
会
保
険
相
談
所

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
9
月
1
6
日

面
、
午
後
卜
時
～
4
時
＝
小
倉
公

民
館
。
（
保
険
年
金
課
）

清
掃
施
設
見
学
会

▼
と
き
・
：
9
月
2
4
日
出
、
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ
…
沢

第
2
清
掃
工
場
（
し
尿
処
理
場
）
、

沢
ご
み
中
継
場
、
折
居
清
掃
工
場

｛
ご
み
焼
却
場
｝
▼
定
員
：
5
0
人

（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
…
城
南
衛
生
管
理
組
合
（

酋
0
7
5
剛
5
1
7
1
）
へ
。

当
日
は
、
会
場
ま
で
バ
ス
を
運

行
。
昼
食
は
用
意
し
示
ｙ
。

（
城
南
衛
生
管
理
組
合
）

円
高
関
連
定
期
巡
回
相
談

▼
と
き
・
：
9
月
9
日
面
、
午
後

1
時
～
2
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
商

工
会
議
所
▼
対
象
…
中
小
企
業
の

製
造
業
（
建
設
業
は
除
く
）
。

（
商
工
観
光
課
）

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
之
タ
ー

講
習
会
の
お
知
ら
せ

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
9
月

1
0
日
ま
で
に
城
南
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
（
ａ
㈲
0
7
8
0
）
へ
。

〈
初
心
者
ワ
ー
プ
ロ
講
座
〉

▼
と
き
…
9
月
2
2
日
南
～
1
0
月

1
3
日
俐
の
毎
週
月
・
木
曜
日
、
午

後
6
時
半
～
9
時
。
6
回
▼
と
こ

ろ
・
・
・
同
セ
ン
タ
ー
▼
定
員
・
・
拓
人

▼
受
講
料
土
八
千
円
。

〈
パ
ソ
コ
ン
中
級
講
座
〉

▼
と
き
・
・
・
9
月
1
4
日
困
～
1
0
月

1
9
日
困
の
毎
週
水
・
土
曜
日
、
午

後
6
時
半
～
9
時
。
1
0
回
▼
と
こ

ろ
・
：
同
セ
ン
タ
ー
▼
定
員
：
2
0
人

▼
受
講
料
上
万
円
。

（
交
通
労
政
課
）

秋
の
料
理
教
室

▼
と
き
・
：
9
月
2
9
日
南
、
午
後

1
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
勤

労
者
福
祉
会
館
▼
材
料
費
・
：
千
二

百
円
▼
持
ち
物
・
：
エ
プ
ロ
ン
、
筆

記
用
具
、
容
器
▼
申
し
込
み
・
・
・
9

月
1
5
日
俐
ま
で
に
同
会
館
（
豊
⑩

0
7
8
0
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

すこやかに育って

す検診・予防

福祉課　保険予

防課　電話2

23141

お
知
ら
せ

幼児家庭教育学級

宇治・小倉・木幡各公民館で開講
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険の利川のしかたなどレお友慨にご帽、淡く

ださい。‥‥‥…●‥‥………
利談は無料、。秘密は厳守、

ト吐会れ，ほ協議会の法ｆｌＵ定ｉ掴）人ト年’

金・結肝・．ひ記・心配士となどの相談日程

ペヘ行政・ｋｍ・消費生活・柏仲薄弱者ｔ川談

：ふｌｊｆｌりふｒｌつ4ｒｌ・か¶Ｌ1；「・．ｈｌｌ！ふ，．，．ヵヽヽ．し：：の日程は、63年度版「市民カレンダーと

Ｅ于びき」に掲抜ノご利川ください。

このほか，ｉｌｌ－政相談と一般生活相談は

市役所ｌｌｉ民棚談室で、消費苫情柑談は商
工観光課で、教育相談は教青委口会で、：

ｌ－1111ｊ「・φ．17ＳノＺ．．・「↑．ｉｌ．1ふ／ふタふ心・ｌ」7ＨＩ乙カニ↓「」：

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相・’Ｉ・・”Ｗ●・ｆ・●’ｊ”〃－ｒｌ－●・り゛・’゛－／Ｗ＿．ユ・．●●｀●●

談は月～金曜日の 1 0 時 ～ 1 6 時 に 総 介 福 祉

会館3階の家庭児童相談室（Ｓ⑩8698）

で。・・．ｊ

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
ａ
⑩
1
5
1
1
）

2
9
日
木

2
7
日
肉

2
2
日
米

2
1
日
南

2
0
日
力

1
6
日
唐

1
4
日
水

1
3
日
知
1

9
日
を

8
日
水

7
日
水 ―

6
日
火

ｔ

2
日
合

一
日
巾
日

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

北
槙
島

伊
勢
田

広
野 開
緑
ヶ
原

平
盛

西
大
久
保

大
久
保

蔭
山
槙
島
北
小
倉

明
星
町

志
津
川

黄
嶺
遊
田
南
陵
町

南
小
倉

東
南
山

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

木
幡
岡
屋
福
角
羽
戸
山

地
区

4
・
0
5
・
0
1
・
0
～
1
・
3

1
3
ー
3
0
ー
1
5
一
3
0

1
5
晶
～
1
6
晶

3
・
0
4
・
0
Ｊ
・
3
～
Ｉ
・
3

ロ
ー
3
0
～
1
5
一
3
0

Ｍ
4
0
ー
1
6
0
0

ロ
ー
3
0
～
1
4
一
2
0

0
・
0
1
・
0
1
・
Ｏ
ー
ー
・
0

5
・
0
６
・
0
1
・
0
ー
ー
・
0

1
3
ー
3
0
～
1
4
2
0

1
3
涵
～
1
5
涵

4
・
Ｏ
〃
ｂ
’
Ｏ
Ｉ
・
2
ー
ー
・
リ
一

1
3
元
～
1
4
而

Ｏ
・
Ｏ
Ｉ
・
0
1
・
0
ー
ー
’
0

4
・
0
5
’
0
1
・
0
～
Ｉ
・
3

1
0
品
～
Ｈ
而

1
0
一
0
0
・
’
Ｈ
一
1
0

4
・
Ｏ
〃
ａ
・
0
1
・
3
ー
ー
’
4

Ｂ
一
3
0
～
1
4
泌

4
・
0
6
・
0
1
・
9
｀
ー
1
・
0

3
・
0
4
・
0
1
’
3
～
1
・
0

3
・
Ｏ
一
ｂ
‘
0
1
‐
3
ー
ー
‘
3

４
・
Ｏ
ｒ
Ｄ
・
Ｏ
1
・
4
ー
ー
・
3

．
1
3
‥
3
0
ー
1
4
‥
2
0

1
0
品
～
1
1
晶

駐
車
時
間

北
揃
鳥
小
学
校

伊
勢
川
神
什

人
久
似
小
学
校

開
公
民
一
分
館
前

縁
ヶ
原
蔭
川
縁
地

ず
盛
小
学
咬

内
人
久
保
小
学
校

‐
椋
・
公
会
堂
前

ユ
ニ
チ
カ
什
宅
前

雨
臨
卜
1
2
力
通
り
・
へ
も
ガ
レ
！
・
ノ

北
小
介
小
学
仕

汚
水
処
理
場
横

志
け
川
バ
ス
駐
巾
場

．
万
福
示
駐
収
場

西
小
介
中
学
仕
北
門

南
陵
第
２
児
収
公
園

巾
小
介
小
学
校

・
り
め
か
き
商
宍
屯
ヘ
ト
メ
・
・
ｔ
‐
ル

叫
凪
休
育
園
Ｌ
悟

御
蔵
山
小
学
校

六
地
雌
公
ぺ
．
心
前

木
幡
・
公
民
館
前

岡
瞳
小
学
校

巾
部
小
学
校

羽
り
山
渠
会
所
横

駐
車
場
所

－
限
助
図
齢
誼

Ｉ
Ｉ
―
1
1
1
1
1
1
1
1
ｊ
ｄ
ｉ
ｉ
1
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
ｒ
ｌ
！
！
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
―
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
1
1
1
1
1

ｊ
－
…
…
－
－
―
－
－
－
！
。
1
1
1

‐
‐
‐
一

全国下水道促進デー

愛される町にノしレたいね下水道

豊
か
な
自
然
と
住
み
よ
い
都
市

環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
、
下
水

道
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

本
市
で
は
、
東
宇
治
浄
化
セ
ン

タ
エ

て
二
年
が
経
過
。
公
共
下
水
道
が

使
用
で
き
る
地
域
（
処
理
区
域
）

は
、
年
々
広
が
っ
て
来
て
い
ま
す
。

処
理
区
域
に
該
当
す
る
地
域
で
は
、

公
共
下
水
道
の
役
割
を
ご
理
解
の

う
え
、
一
日
も
早
く
便
所
の
水
洗

化
な
片
排
水
設
備
の
工
事
を
し
て

下
水
道
の
利
用
を
お
順
い
し
ま
す
。

処
理
区
域

《
六
地
蔵
》
一
丁
目
、
町
並
。

奈
良
町
と
徳
永
の
一
部
を
除
く

全
域采
幡
〉
河
原
の
全
域
、
熊
小

路
、
西
浦
、
内
畑
、
西
中
、
北

島
、
正
中
、
陣
ノ
内
、
花
揃
、

御
園
、
赤
塚
、
畑
山
田
、
御
蔵

山
、
平
尾
、
金
草
原
と
須
留
の

一
部
彭
除
く
全
域

〈
五
ヶ
庄
》
西
川
原
の
全
域
、

雲
雀
島
、
北
ノ
庄
と
西
田
の
一

部九
月
十
日
は
「
全
国
下
水
道

促
進
デ
ー
」
で
す
。
今
年
は
「
愛

さ
れ
る
町
に
し
た
い
ね
下
水
道
」

を
テ
ー
マ
に
運
動
を
展
開
。
施
設

見
学
や
下
水
道
相
談
、
衛
生
器
具

の
展
示
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
・

｀
・
9
月
1
0
日
出
、
午
前

9
時
～
午
後
5
時
▼
と
こ
ろ
…
東

宇
治
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
木
幡
北
島

1
0
番
地
。
ａ
⑨
8
4
7
6
）
。

な
お
、
ご
来
場
の
人
に
は
粗
品

を
進
呈
。
’
（
下
水
道
管
理
課
）

9
月
1
0
日
に
施
設
見
学
会

896

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
(
9
月
分
)

9

月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

燃えないゴミ（清掃事務所電話22－3141） し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）

お
願
い

し尿収集の届け出を

献血

－－－一一一一飼えなくなった犬・猫の引き取り

相談あんない
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